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第 章 高田のまちのストーリー



 



今回の研究テーマである 町 を活かしたまちづく

り （高田地区に限定）を考えるうえで、明治・大

正・昭和の高田のまちの変遷を 越後高田商業地図

北越商工名鑑 新潟県肖 録 などの地図や写真

資料から見ることによって、そのヒントを探りたいと

思います。

高田城は、春日山・福島城の政治・経済の機能を収

斂する形で慶長 年（ ）松平忠輝によって築城さ

れました。しかし忠輝は業半ばにして改易、寛永元年

（ ）に入封した松平光長の時代に至って、ようや

く現在のような城下町が確立したといわれています。

以降、 原氏 年の統治によって明治維新を迎える

ことになります。

城を中心に武 地を配し、それを取り囲むように城

下町が作られました。その城下町の中心として城の西

側に南北 におよぶ 本の通りを作り、現在の本

町通りには北国街道を通し、メインストリートとして

商業地域に、仲町通りは肴屋、桶屋などの職人町、大

町通りは武具等の職人を集住させています。また城下

町の一番西側には、やはり南北 にもおよぶ寺町

が作られています。

江戸時代の高田のまちの賑わいはどのようだったの

でしょうか。

高田市史 （布施秀治著・大正 ）には、高田の

祇園祭に引き出された各町内の飾山車の写真があり

ます。飾山車は江戸時代末期まで祇園祭に引き出さ

れ、祭りの盛大さと、 基の山車の上に乗せられた、

写真に見えるような飾りの名称は 頸城郡史稿 にも

書かれています。

このような 華な飾山車を各町内が引き出し、町々

を練り歩いた、当時の町衆の経済力の大きさが十分に

想 できます。

このような高田城下が明治維新によって藩の庇護を

離れ、どのようにして変貌していったかを前述の資料

によって見ていきます。

明治 年（ ）に高田町字呉服町（茶町）の高橋

書店（印刷・中小町高橋石版所）によって発売された

もので、大きさは、ほぼ 角、多色刷りで、中心

に高田城跡と旧高田城下全図を置き、まち筋をばらば

らにし、全図を取り囲むようにして配置し直し、町の

つなぎ目は や などの記号で照合してつなぎ合わせ

るようになっています。

稲田を含めた現在の市街地がほぼ掲載されています

が、商業用地図という性格上、寺町は掲載されていま

せん（但し全図には掲載されている）。

地図は建物を 短冊 状に区切って、その中に職種

や店名などが記載されています。よく見ると

職種名

職種名・店名

屋号・職種名・店主名

全図中に店名を記載、地図の空きに店名を記載

のように分類することができ、それにともなって店舗

の大きさも異なっています。それについて地図の緒言

は、 は 資力充実ニシテ最モ信用アル営業者ナ

リ また は紙面の都合上地図を省いているが 営業

頻繁ニシテ多大ノ信用アルモノハ記載 したと述べて

います。以上のことから、この図は現在市販されてい

高田の まちの形 から 町 を活かしたまちづくり の手がかりを考える

図 展示会に出品された各町内の山車飾り
出所）高田市史（大正 ）



る 市街図 のようなものではなく、スポンサーを

募って、その金額の多寡により記載内容および店舗の

大きさを変えていると想 されます。

しかし、基本の 短冊 の幅を辻と辻の間などでう

まく調整して、地図全体の正確さを保っており、現在

のまちの景観とほぼ一致していることが分かります。

大正 年に鳥取県倉吉町の博進社によって発行され

た 判・上製本、新潟全県を網羅する写真による

紳士録 です。

契約規約 として写真の掲載料が 段階に分か

れ、契約に応じて掲載スペースが決められています。

肖 録 とされているため、写真には店頭に店主や

店員、 族が撮されているものがほとんどで、中には

肖 写真だけのものもありますが、当時の店の外観や

店内の様子を知る良い手がかりになるものが多数あり

ます。

（明治 年発行の 北越商工名鑑 （以下 名鑑

については、 歴史的建造物の保存と活用に関する調

査報告書 （平成 年 月 上越市創造行政研究所）を

参照）

図 越後高田商業地図の全体



中心市街地である現在の本町通りを 商業地図 に

よって見ると（判読可なもののみ）、直線 の現本

町通に合計、総職種 、軒数 （内訳は表 ）の

商店が並んでいたことが分かりますが、前述のように

スポンサーとならなかった店もあると思われるので、

それを加えれば総数はさらに多くなるはずです。

城下町の特色として同業が集住していますが、上記

のように多様な職種があるのは、本町通りが他の町内

とは違って、北国街道が通るメインストリートとし

て、商業地区だったためだと思われます。（横町のよ

うに貸席が 軒も集中するのは、特殊な事情によるも

のです）。

明治以降は、新規転入の店、または他町から支店を

出す店、逆に横春日町、現南本町へ新しい店舗を求め

て出で行った例（南本町の光山印刷所は明治 年代に

本町通りから現在地に出店）ということがあったよう

です。

商業地図 には、石版印刷所・洋品・時計・石

油・ランプ・銀行・生命保険会社・医師など、明治以

降に入ってきた職種もあります。

この 商業地図 は前述のとおり中小町の高橋石版

所印刷で印刷されています。

また弾薬商や工芸品輸出商という珍しい職種や諸公

債売買などという職種もあります。なかで注目される

のは、現在の岩の原葡萄園の前身である日本葡萄酒株

式会社が中小町にあり、 商業地図 には菊水のマー

クが付けられています。（図 中央下）

明治 年に高田にもたらされた バテンレース は

全町内にわたって名前が見られますが、本町にはその

製品の集出荷の代理店が何軒かみられます。

なお 肖 録 にスキー製造業や自転車・自動車業

が掲載され、 商業地図 には無いので、それらは

商業地図 の発行された以降に高田に入ってきたこ

とが分かります。

表 越後高田商業地図でみる本町通りの職種と軒数

図 越後高田商業地図でみる高田中心市街地

図 越後高田商業地図に残る菊水のマーク

旧町名 現在の町名 職 種 軒 数

堅春日 本町 丁目

府古町 本町 丁目

横町 本町 丁目

呉服町（茶町） 本町 丁目

呉服町 本町 丁目

上小町 本町 丁目

中小町 本町 丁目

下小町 本町 丁目

下紺屋町 本町 丁目

計





図 高橋書店

図 高橋書店

出所）高田市史より

出所） 肖 録 より

図 高橋書店
出所） 名鑑 より

図 時計 中野商店
出所） 肖 録 より 出所） 肖 録 より

図 時計 中野商店 図 時計 中野商店

出所） 名鑑 より

出所） 名鑑 より

出所） 名鑑 より
図 小川菓子店 図 小川菓子店

出所）高田市史（大正 ）より

図 横町の植木市の賑わい

図 は、 高田市史 （大正 ）掲載の雁木の写真で、

手前の看板の高橋書店は 商業地図 の発行所です。

その奥隣りの 寿し の看板は、当時高田随一とい

われた 山川亭 の看板です。

図 は 肖 録 掲載の高橋書店で、写真左には 国

定教科書取次販売所 の看板がみられ、この看板は図

の 名鑑 にもみることができます。

図 は町 の外観がよく分かり、右隣りに 階建ての が見えま

す。図 の店内には時計やモダンな蓄音機が並び、左側が奥へ続く

庭になっていることが想 できます。

図 の 名鑑 の看板は 仲長 と主人の名前を織り込んだ屋号

ですが、図 の 肖 録 では 中野 となっていたり、雁木がコ

バ（板）葺きから瓦に替わっているようですが、これらは、両者にあ

る 年の時間差なのか、または版画の省略なのかは検討の余地があり

ます。

蛇足ながら、写真の看板に 廛 と 店 があるのも注目されます。

図 の 名鑑 と図 の 肖 録 を比較すると、大変よく版画として再現されていることが分かります。

右側の角になっている部分は、横町の道が広くなるところで、 商業地図 でもここから道幅が広くなっています。

この下並びには、直心影流倉地道場の他、蕎麦屋、喜楽亭、巫山亭・牛安という有名な牛肉料理屋があります。



図 トモエヤ洋品店（下紺屋町）

出所） 肖 録 より 出所） 肖 録 より 出所） 肖 録 より

図 いろは肉店（中小町） 図 竹原旅館

図 松下商店（六ノ辻） 図 大坪菓子店（三ノ辻） 図 五反田京染店（上小町） 図 渡部呉服店（呉服町）
出所） 肖 録 より 出所） 肖 録 より 出所） 肖 録 より 出所） 肖 録 より

右手のショーウイ

ンドウ風の部分にパ

ラソルが飾られ、町

と洋物商品のディ

スプレイが不思議な

雰囲気を醸し出して

います。（図 ）

雁木の機能をその

ままにバルコニーを

付け、店先をタイル

張りにするなど、流

行の先端の肉屋らし

い外装に設えていま

す。

この頃になると

自転車が商売に欠

かせない 自 用

車 になっている

ことがよく分かり

ます。（図

）

図 の写真左

には 郷社 日枝

神社 の石柱も見

えます。

洋酒・乾物等

が売られていま

した。雁木には

当時流行の 華

な銅板製の エ

ビスビール の

看板が上がって

います。

（図 ）



以上、 肖 録 名鑑 を 商業地図 によって見

てくると、ほとんど町 の構造を持った建物の中に旧

来の商売だけではなく、明治以降流入してきた新しい

職種も展開している様子が分かります。

名鑑 明治 年、 商業地図 年、 肖 録 大

正 年という時代の違い、また、どの資料も広告誌

（紙）としての性格上、高田のまちの全貌をつかむわ

けには行きませんが、 におよぶ本町通の職種を

見ると、多様な職種が生産よりも消費都市としての性

格を強くしていることが分かります。そのような消費

都市としての賑わいは、多少の職種の変化はあっても

昭和 年代まであったことは確実です。

このような高田の経済力は、さまざまな文化を生み

出し、太平洋戦争中に多くの文化人の疎開を受け入

れ、昭和 年代の一時期、高田文化サロンあるいは高

田文芸サロンという時代を出現させました。それは敗

戦に打ちひしがれた人びとに大いに夢と希望を与えま

した。

しかし、昭和 年代から急激に始まった高学歴化に

よる首都圏への人材の流出、 年代に至って日本中を

席 した高度経済成長の波は、消費者の意識を変え

て、 年代には郊外型大型ショッピングセンターを進

出させます。

また生活意識の変化による中心市街地の住民の郊外

への移転を招き、中心市街地の空洞化と住民の高齢化

が始まることになります。

一方、それは皮肉にも“結果として”良好な町 を

残すということにもなりました。

かつて、高田藩以来の 越後系型染め といわれる

藍染めや、明治になって一声を風靡したといわれる

高田縞 、一時期高田の経済を担ったバテンレース

とその素材を供給するブレード工業（先端的化学工業

へ転進した会社もある）、スキー工業、また各種伝統

的手工芸がありました。

しかし、それらが高田の地場産業として発展、ある

いは伝統産業として生き続けていくことができなかっ

た原因はどこにあるのでしょうか。

まちの外観を眺めただけで、 かのサンプルの中か

ら強引に結論を導き出すのは大変危険ですが、失われ

たことへの懐旧や単なる批判ではなく、昭和 年代が

豊かな思い出の世界としてブームになりつつある今こ

そ、その原因を追求することで、まちの再生あるいは

再活性化への手がかりを見つけ出し、 まちへ帰り

町 に暮らす 快適さ を再発見するヒントを得る

ことができるのではないでしょうか。

参考文献

・ 高田市史 布施秀治著（大正 年）

・ 高田市史 高田市史編集委員会

・ 高田富史 宮川頼徳著（明治 年）





高田に町 が形成されたのは高田城が築城された頃

ということになりましょう。福島城下から連れて来ら

れた商 や職人の人たちがお殿様に指示された地域に

住み着くことになったのが高田の町 の始まりです。

残念ながらその当時の都市計画に関する文書、絵図

面などは発見されていないと聞いておりますが、残さ

れている高田城下の古い絵図面を見ると、様々な職人

や町人たちで賑わう高田のまちの姿が目に浮かびます。

これからの町 を活かしたまちづくりを考えていく

上では、このような高田のまちが持っている歴史的な

背景をおさえ、それらの物語を上手く活かしていくこ

とが大切になると思います。

今回の私のレポートでは、このような観点から、高

田のまちの生業の変遷について、現在も古い町 や雁

木が比較的多く軒を連ねている大町五丁目を題材とし

てみていくことにします。

図 大町五丁目の町並み

図 大町五丁目の町並み

江戸時代の高田城下の絵図面を見ると、伊勢町、下

小町、鍋屋町など、今でも耳にしたり、まちの路傍の

碑（いしぶみ）に刻まれている町名に出合うことがで

きます。ここでは、まずはじめに、大町五丁目の町名

の変遷をたどり、この町内の人たちがどんな町（ま

ち）の名のもとに暮らしてきたのかをたどることにし

ます。

今回、町名の変遷をたどるために主に利用した資料

は、以下の資料です。

・上越市史普及版 新旧町村名対照表

・上越市史資料編 近世一付図 高田城下町絵図

松平光長時代（延宝期）（以下 松平時代地図 ）

・ 同上 高田城下町絵図

原時代（幕末期）（以下 原時代地図 ）

・上越市史資料編 近代 付図 越後高田町商業地図

（明治 年）（以下 商業地図 ）

・ 高田市町名改称新旧対照図 （昭和 年）

（以下 新旧対照図 ）

これらの資料は、どなたでも入手できる資料なの

で、これからのまちづくりにおいても、まちの歴史を

たどる一つの資料として是非活用してみることをお勧

めしたいと思います。

松平光長（ 入封 改易）の時代には、この

まちは下職人町と呼ばれていました。ただし 高田城

下町絵図 によれば、大町通りの西側にしか町 はな

く、東側は武 屋敷となっていたようです。武 屋敷

と通りの間には掘割のようなものがあり何ヶ所か橋が

架かっています。このような、町割りからみて、おそ

らく武 屋敷は裏口を大町通りに向けていたのではな

大町五丁目の町名と生業の変遷からみる、まちの物語



いかと推察されます。

図 江戸時代中期の大町五丁目付近
出所）上越市史 松平時代地図

次に幕末期（ 原時代）の 高田城下町絵図 をみ

ると、現在も同町にある 五ノ辻稲荷 が表示され、

この地域を読み取る目印になります。

図 江戸時代末期の大町五丁目付近
出所）上越市史 原時代地図

武 社会では、殿様が代ると大きく変化しますが、

先の松平光長の時代と比べると武 屋敷が大幅に減っ

ていることが一目瞭然です。

このような変化は大町五丁目にも現れます。通りの

東側の五ノ辻稲荷から下手（北側）に 新職人町 と

いう町名が記されています。高田市史第一巻による

と、 寛政九年（ ）に下職人町の向かい側の旧

中屋敷に新設された町で…（以下略） とありました。

（西暦は筆者挿入）

五ノ辻稲荷から辻を挟んで上手（南側）の一画は

下職人町 となっており、いつの時点かで武 屋敷

から 下職人町 の町人町となったことがわかりま

す。高田市史では、下職人町は 建具指物等木工の職

人が多く住んだ。 原 以前は当町は西側だけであっ

た。 となっています。

明治時代に発行された、 商業地図 をみると、町

一軒ごとの職業も記載されており、まちの様子が一

層よくわかります。

この地図では、大町五丁目付近は、幕末期と同じく

下職人町と新職人町という表示がなされています。

図 明治時代末期の大町五丁目付近
出所）上越市史 商業地図

昭和 年 月 日町名改正時の 新旧対照図 をみ

ると、大町五丁目（その時点での新町名）は、旭町二

丁目、三丁目が旧町名として併記されています。この

旭町という呼称は五ノ辻稲荷の敷地内にある町内集会

施設の名称に 旭会館 として残っています。

図 昭和初期の大町五丁目付近
出所） 新旧対照図



図 旭会館

なお、下職人町とセットのように存在した上職人町

は大町三丁目に移行しており、現大町四丁目は旭町一

丁目から現町名に移行したことがわかります。（一部

は住吉町から移行）

市史編さん室にお尋ねしたところ、下職人町から旭

町への町名変更の時期は大正 年と判明しました。

ここで私が疑問に思ったのは、上職人町が昭和 年

の改正直前まで存続したのに対して、下職人町だけが

旭町となった点です。

推察するに、今でも高田地区で使われている相対的

に位置を示す 上（かみ）、 下（しも） の 下（し

も） が上下（じょうげ）関係の下位という意味にと

られ嫌われたのではないかと思われます。

なお、上越市史普及版の 新旧町村名対照表 に

は、現大町五丁目は旭町の一部とあり、さらに元町名

として椀屋町と下職人町、新職人町の各一部とも記載

されています。

これを明治 年の 高田市街明細地図 で確認して

みると、椀屋町は大町通の一本東側を平行して走る通

りの東側の一角を占めている場所であることがわかり

ました。

また、高田市史で詳しくみると、 東の道路を隔て

たところを椀屋町といった。 原政令時代に塗物師が

住んでいたためである となっており、さらには、こ

の地区の旧町名として御坊町という記載もあることが

わかりました。

おそらく、同じ町内でもいくつかの呼び方が重複し

ていたのではないかと思われますが、現段階で筆者と

しては特定することができませんでしたので、この点

は今後の課題としたいと思います。

表 大町五丁目における町名の推移の整理

次に、 商業地図 で、明治時代の高田のまちの生

業、つまり職業構成の様子をみていきたいと思いま

す。

図 明治時代の大町五丁目付近
出所）上越市史 商業地図

時 代 町 名 備 考

江戸時代中期
（松平光長時代）

下職人町 通りの西側のみ
で、東側は武士
の居住区。

幕末期
（ 原 時代）

下職人町
新職人町

下職人町は、通
りの西側と東側
の一部。
新職人町は、通
りの東側 五ノ
辻稲荷 以北

大正 年 旭町二丁目
旭町三丁目

昭和 年 大町五丁目 現町名



商業地図 では、緒言三項目の二番目として 営

業名の下に屋号若くは姓名を記載せるものは現今資力

充実にして最も信用ある営業者なり となっていま

す。

これは、簡単に言えば、資力が充実していて最も信

用がある営業者とお墨付きを得た店舗を列記したもの

です。

この 資力充実の店 をたどって図上散歩をしてみ

ると、表 のような 軒の商店をみることができま

す。

表 商業地図 でみる資力充実の店

五ノ辻稲荷からスタートし、通りを挟んで東側

の 並みを北上します。

建具井澤倉吉

中 紺屋和七

萬染物紺清（商標 井中に 今 の字）

建具指物小林幸吉

高田機業株式会社

ここで通りを渡り、折り返して西側を南進

バテン上田分工場（下紺屋町にもあり）

竹 和洋織物卸商竹勝商店

富 織物卸商有沢商店

指物師長谷川半兵衛

渋 内藤商店

料理一寸亭

塗師小林店

金物金具栗原

萬染物紺清 とは現在、保存問題で脚光を浴びて

いる旧染呉服店です。このように見てみると、現在場

所は変わっても他の地所で同業を継続していると思わ

れる店舗もみることができます。

図 萬染物紺清 と記載されている旧染呉服店

なお、 商業地図 にある現大町五丁目の戸数は

軒です。（前述の 軒を含み、欠落個所と稲荷社は除

く）

次に、その 軒を営業別一覧でみると、表 のよ

うになります。

表 現大町五丁目（旧下職人町）営業別一覧表

ご覧のとおり 建具 が 軒と群を抜いていますが

染物屋 、 バテン 、 機業 等繊維関係も多くみら

れます。 ちょうちん 、 足袋 、 綿帽子 、 下駄

などが懐かしい職業が見られる一方で、 トラック 、

建具 大工
染物屋（含む染工） 日雇・人夫
バテン トラック
機業 新聞配達
織物卸 按摩
仕立屋 卜考
渋 豆腐屋
塗師 酒店
表具師 魚屋
指物師 米屋
カザリヤ 料理屋
金物・金具 靴屋・下駄屋
紋書 湯屋
ちょうちん 質屋
足袋 ヲヤキヤ
綿帽子 農業
痛風散（薬屋） 行商
読み取り不能 記載なし

合 計



新聞配達 など比較的当時としては新しい業種も見

ることができます。

また、米・魚・豆腐・酒が町内で用が足り湯屋も質

店も料理屋も町内にあり、按摩さんも二人おられたよ

うでいかにも職人町らしさを感じさせます。

現行の住宅地図と 商業地図 を手に当該地区を歩

いてみると、 ちょうちん とある個所には 洋傘 提

燈 の看板があり（図 ）、 紋書 とある一軒は、

現在も 紋章ネーム店 として存続していました。

（図 ）

図 洋傘 提燈 の看板があるお宅

図 岸波紋章ネーム店

また、 商業地図 にはないのですが かき紋 ぬい

紋 もんや の看板のある （図 ）がありますが

すでに商売をやめておられるという話や、創業享保

年（ ）の 具屋さん（図 ）があるという話も

聞くことができました。

図 かき紋 ぬい紋 もんや の看板のある

図 創業享保 年（ ）の 具屋

商業地図 と比較しての大きな変貌は、カタカナ

名のマンションが数軒あること、上越社会保険健康セ

ンター（ペアーレ上越）が大きな面積を占めているこ

とです。



今回の調査では、過去の地図を中心に調査を進めて

きましたが、本年 月にとある集会に出席したとこ

ろ、大町五丁目の町内会長さんや同町内で 商業地

図 に登載されたお仕事を現在も継承されている方と

お近づきになることもできました。

今後は、今回の調査を通じて知り合うことができた

方々のところにお訪ねして、町 のこと、町内のこと

などをお聞きし、私なりの高田のまちの物語を描き、

町 を活かしたまちづくりに参画していきたいと思っ

ております。

最後となりましたが、現在私は、俳句の団体で活動

をしております。私なりの 高田のまちの物語 の表

現として、高田のまちや雁木について詠んだ句をご紹

介させていただきまして、本稿の筆を置きたいと思い

ます。
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